
補 修 一 般 図

A1

F
M

側　面　図 S=1:400(A3)

路線名

橋　　長

道路規格

荷　　重

斜　　角

27.600 m

第3種第3級

72°30′ 00″

橋梁諸元

大磯町町道幹線27号線

桁　　長 27.400 m

支　　間

形　　式 鋼単純合成鈑桁橋

26.800 m

有効幅員  7.500 m

2.0 %2.0 %横断勾配

2.0 %縦断勾配

設計震度 水平震度 kh= 0.2

鋼　　材 SS400,SM490Y

σck=35N/mm2

σck=24N/mm2
コンクリート

床版

下部工

鉄　　筋 SD345

適用示方書 道路橋示方書・同解説 平成 8年 12月

B活荷重

A2

至 西池橋 至 大磯IC

生沢架道橋

平 面 図 (上 面) S=1:400(A3)

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

生沢架道橋 補修一般図

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先型枠：塗装塗替工

底板：塗装塗替工

対策工損傷内容

補修内容

対象部材

塗装塗替工漏水・遊離石灰底板

塗装塗替工腐食主桁

G1

G2

G3

平 面 図 (下 面) S=1:400(A3)

至 西池橋 至 大磯IC

G3 G2 G1

塗装塗替工腐食型枠

塗装仕様(既設メッキ面)(はけ、ローラ)

塗装工程 塗料名
単位使用量

(g/m2)

素地調整 3種ｹﾚﾝ

1301液性無溶剤・無機質ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材下　塗

140上　塗

塗装間隔

4時間以内

2時間～24時間
1液性無溶剤・無機質ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材

至 西池橋 至 大磯IC

至
 小

田
原

至
 
厚
木

S=1:100(A3)上部工断面図

A1 A2

A1 A2

本線道路中心線

No.5+1.600
No.

3+1
6.0

00

No.5+1.600
No
.3+

16.
000

 N
o
.4

 N
o
.5

 N
o
.6

 B
C
.3

 E
C
.2

 N
o
.4

 N
o
.5

 N
o
.6

 B
C
.3

 E
C
.2地覆：ひび割れ補修工

地覆：断面修復工

ひび割れ補修工・断面修復工ひびわれ、変形・欠損地覆

下り線 上り線

下り線 上り線

至
 
小
田
原

至
 厚

木

下り線 上り線

ボックス部

ボックス部

ボックス部
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主桁：塗装塗替工

S=1:200(A1)

S=1:200(A1)

S=1:200(A1)

S=1:50(A1)

橋　長27600
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補修工詳細図

生沢架道橋

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

補修工詳細図 生沢架道橋

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

上

下

地覆内

橋面 平面図 S=1:200(A3)

桁下 平面図 S=1:200(A3)

13 2-300*885

14 300*1860

23 4-300*800

22 145*660

15 300*850

16 300*885

1 300*2210 2 300*4320 4 300*3920

10 50*300

3 300*885

9 145*660

11 145*660

12 145*660

24 145*660

26 145*66025 200*500

18 300*885

19 300*1620 21 300*4160

20 300*885

5 300*4670

7 2-300*885

8 300*3920

6 100*100

至
 小

田
原至 西池橋 至 大磯IC

至
 厚

木

A - A

至 西池橋 至 大磯IC

A A

A1 A21 2 3

4C

C

B

B

G1

G2

G3

1 0.20＊ 900 50

300* 50 D501
至
 小

田
原

至
 
厚
木

下り線 上り線

下り線 上り線

下り線 上り線

A1 A2

17 300*800

合計 6.93

主桁 12 塗装塗替え 防食機能の劣化 145 660 1 0.1

主桁 11 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 145 660 1 0.1

主桁 10 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 50 300 1 0.02

主桁 9 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 145 660 1 0.1

底板 8 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 3920 1 1.2

底板 7 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 885 2 0.5

型枠 6 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 100 100 1 0.01

底板 5 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 4670 1 1.4

底板 4 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 3920 1 1.2

底板 3 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 885 1 0.3

底板 2 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300 4320 1 1.3

面積

(m2)
(mm) (mm)

底板 1 塗装塗替え 漏水・遊離石灰 300

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

箇所数

2210 1 0.7

幅 長さ

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

箇所数
面積

(m2)

体積

(m3)
幅 長さ 深さ

(mm) (mm) (mm)

0.00001地覆 1 ひび割れ補修工 ひびわれ 0.20 900 50 3 0.000015

合計 0.000015 0.00001

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

箇所数
面積

(m2)

体積

(m3)
幅 長さ 深さ

(mm) (mm) (mm)

地覆 1 断面修復工 変形・欠損 300 50 50 1 0.015 0.001

合計 0.015 0.001

上部工：塗装塗替工

上部工：ひび割れ補修工

上部工：断面修復工

※　　数字はひびわれ塗装塗替工箇所を表す。

※　　数字は断面修復工箇所を表す。

※　　数字はひびわれ注入工箇所を表す。
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損傷の凡例

損傷の種類 　表　示 損傷の種類 　表　示　

鉄筋露出

ひびわれ

うき

剥　離 漏　水

遊離石灰

その他

S=1:100(A1)

S=1:100(A1)

2700



補 修 一 般 図

路線名

橋　　長

道路規格

荷　　重

25.600 m

2等橋

橋梁諸元

大磯町町道幹線27号線

桁　　長 25.500 m

形　　式 ＰＣ・箱桁橋

有効幅員 車道：4.300 m , 歩道：1.450 m

σck=  N/mm2

σck=  N/mm2
コンクリート

床版

下部工

適用示方書
プレストレストコンクリート設計施工指針

TL - 14

S=1:100(A3)上部工断面図

A1 A2

A1 A2

至 西池橋 至 大磯IC

側　面　図 S=1:400(A3)

  昭和36年 8月

生沢架道橋(旧)

至 西池橋 至 大磯IC

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

補修一般図 生沢架道橋(旧)

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

S=1:200(A3)A2 橋　台

排水管撤去設置工

支承：塗装塗替工

A1 A2

至 西池橋 至 大磯IC

平 面 図 (上 面) S=1:400(A3)

平 面 図 (下 面) S=1:400(A3)

剥落防止工

対策工損傷内容

補修内容

対象部材

断面修復工剥離・鉄筋露出主桁

断面修復工剥離・鉄筋露出床板

橋台 剥離・鉄筋露出 断面修復工

断面修復工剥離・鉄筋露出地覆

排水管撤去設置工腐食排水管取付金具

表面被覆工第三者被害上部工・橋台

塗装塗替工腐食、防食機能の劣化支承(本体)

塗装仕様(Rc-Ⅱ塗装系)(はけ、ローラ)

塗装工程 塗料名
単位使用量

(g/m2)

素地調整 2種ｹﾚﾝ

300耐塩害用有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ

300

塗装間隔

4時間以内

1日～6ヶ月

1日～30日

防食下地

防食下地

耐塩害用有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ

下　塗
1日～30日

下　塗 弱溶剤形 耐塩害用変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 200

200

至
 小

田
原

至
 厚

木

剥落防止工

地覆(下面)：断面修復工

主桁：断面修復工

床版：断面修復工

断面修復工

剥落防止工(橋台正面)

地覆(上面)：断面修復工

下り線 上り線

至
 小

田
原

至
 厚

木

下り線 上り線

下り線 上り線

(上り線)
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S=1:200(A1)
S=1:50(A1)

S=1:100(A1)
S=1:200(A1)

S=1:200(A1)

200弱溶剤形 耐塩害用変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下　塗

弱溶剤形 耐塩害用変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料

上　塗 弱溶剤形 耐塩害用厚膜形ふっ素樹脂塗料 190

6650

350 1450 200 4300 350

1325 4000 1325

橋　長25600

50 桁　長25500 50
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A1 A2

A1 A2

30* 30 D501

50* 100 D508

100* 100 D5010

30* 30 D507

80* 80 D506

100* 100 D504

120* 400 D509

200* 600 D502

150* 500 D503

80* 80 D505

補修工詳細図

生沢架道橋(旧)

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

補修工詳細図 生沢架道橋(旧)

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

損傷の凡例

損傷の種類 　表　示 損傷の種類 　表　示　

鉄筋露出

ひびわれ

うき

剥　離 漏　水

遊離石灰

その他

至 西池橋 至 大磯IC

至 西池橋 至 大磯IC

至
 小

田
原

至
 厚

木

A2 橋台 S=1:200(A3)

支承

塗装塗替工

支承

塗装塗替工

支承塗装塗替工 S=1:40(A3)

橋面 平面図 S=1:200(A3)

桁下 平面図 S=1:200(A3)

1 2

50* 300 D5011

至
 小

田
原

至
 厚

木

下り線 上り線

下り線 上り線

(上り線)

0.015

0.001地覆 11 断面修復工 剥離・鉄筋露出 50

合計 0.297

1 0.010 0.001

300 50 1 0.015

1 0.005 0.000

主桁 9 断面修復工 剥離・鉄筋露出 120

床版 8 断面修復工 剥離・鉄筋露出 50

400 50 1 0.048 0.002

床版 6 断面修復工 剥離・鉄筋露出 80

剥離・鉄筋露出 100

100 50

床版 10 断面修復工 100 50

50 1 0.010

80 50 1 0.006

0.006

床版 7 断面修復工 剥離・鉄筋露出 30

0.000

80 50 1 0.006 0.000

30 50 1 0.001 0.000

長さ 深さ

主桁 3 断面修復工 剥離・鉄筋露出 150

0.001

床版 5 断面修復工 剥離・鉄筋露出 80

500 50 1 0.075 0.004

床版 4 断面修復工 剥離・鉄筋露出 100 100

2 断面修復工 剥離・鉄筋露出 200 600 50 1 0.120

地覆 1 断面修復工 剥離・鉄筋露出 30 30 50 1 0.001

面積

(m2)

体積

(m3)
(mm) (mm) (mm)

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

箇所数幅

0.000

主桁

合計

支承 2 塗装塗替え 防食機能の劣化 100 2400 0.20.2

支承 1 塗装塗替え 防食機能の劣化 100 2400 0.20.2

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

面積面積

(m2)

幅 長さ

(mm) (mm)

※　　数字は断面修復工箇所を表す。

※　　数字は塗装塗替工箇所を表す。

上部工：断面修復工

上部工：塗装塗替工
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4
2-φ12孔 2-φ15孔

 2-打込み式アンカーボルト　M12*100

 2-搾孔　φ18*60

S=1:20(A3)排水管取付金具詳細図

注）※印は、溶融亜鉛メッキとする。

部材 No 補修名 損傷名

損傷数量

(mm) (mm) (mm)

幅 長さ 深さ

0.001

箇所数

100 1

面積

(m2)

体積

(m3)

150 100 1 0.008

A2 1 断面修復工 剥離・鉄筋露出 100 100

A2 2 断面修復工 剥離・鉄筋露出 50

0.010

0.018 0.002

0.001

合計

下部工：断面修復工

※　　数字は断面修復工箇所を表す。

100* 100 D1001 50* 150 D1002

排水管撤去設置工 １式

S=1:100(A1)
S=1:100(A1)

S=1:20(A1)

S=1:100(A1)

S=1:10(A1)

0.4

支承

(m2)

1
00

□600

175

φ165 92

4
.5

6

4.
5

80
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40
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表面被覆工詳細図

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

表面被覆工詳細図 生沢架道橋(旧)

図　示

含浸接着剤・ｼｰﾄ貼付工：2液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系含浸接着剤・特殊ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ

ﾌﾟﾗｲﾏｰ工　：2液無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟﾗｲﾏｰ

表面処理工：ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ

注記

上部工・下部工：表面被覆工

備　考数 量(m2)種　類 側面2

表面被覆工

118.3

下面 平面図 S=1:200(A3)
A2 橋台 S=1:200(A3)

表面被覆工(下面) (上り線)

表面被覆工(側面2) (上り線)

表面被覆工(正面)

表面被覆工(側面2)表面被覆工(側面1)

表面被覆工(側面1) (上り線)

上　部　工
下　部　工

上部工

下部工

合　計

側面1

 39.8

158.1

(上り線)

下り線 上り線

A1 A2

下り線 上り線

下り線 上り線

表面被覆工詳細図(参考)

NEXCOの「構造物施工管理要領」に適応規格の製品とする。
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橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

生沢架道橋(旧)

下面(正面)

16.6 85.1 16.6

3.7 32.4 3.7

S=1:100(A1)
S=1:100(A1)

※CAD求積による

75°
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°
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50 25500 50
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注)

 1.施工前に必ず現地寸法を確認し、塗装範囲及び

 2.図中詳細寸法は現地計測のうえ決定すること。

 3.施工時の交通規制は、可能な限り供用可能とすること。

　 旧塗膜、さびを除去し鋼材面を露出させること。

 5.ケレン困難箇所にのみ下地材併用とする。

 6.素地調整後から下地材までの時間は4時間以内・速やかに行うこと。

 7.下地材施工前に塗布面の水分・油分汚れはあらかじめ十分に除去すること。

 8.使用する塗装材は、上述基本物性の塗装材を使用し、

 　数量調査を協議のうえ施工すること。

 4.パテ補修部の素地調整については2種ケレン以上とし、

 　(適切ケレン箇所においては下地材不要)

 　材料の取扱い注意事項に留意すること。

補修詳細図

生沢架道橋・生沢架道橋(旧)

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

補修詳細図

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

終　了

シール材撤去

注入量の確認・養生

低圧式自動注入器具撤去

注　入

ひびわれ部の清掃

シール材の養生

間隔確認

低圧式自動注入器具セット

ひびわれ面シール

開　始

ひび割れ補修工

(ひびわれ幅 0.2mm 以上 1.0mm 未満)

(注入圧力0.4MPa以下の低圧低速注入工法)

施工フロー

シール材

ひびわれ

10
0
mm
(
推
定
)

ひびわれ注入剤注入口

エポキシ樹脂

注入剤

低圧式自動注入器具

断面修復工(左官工法)

施工箇所確認

素地調整

鉄筋防錆処理

劣化部分撤去

断面修復(ポリマ－セメントモルタル)

施工フロー

プライマー塗布

養　生

終　了

フェザ－エッジとな

らない処理を実施
フェザ－エッジとな

らない処理を実施

脆弱部除去

発錆部ケレン処理

鉄筋防錆剤塗布

プライマ－塗布

ポリマ－セメントモルタル充てん

錆が鉄筋の裏側まで達する場合はケレン

処理が可能な深さまではつりとる

間隔25cm程度

シール材

ひび割れ

低圧式自動注入器具
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至
 小

田
原

至 大磯IC

至
 厚

木

仮設工(参考図)

生沢架道橋(旧)

図面名

縮尺 図面番号

工事名

大磯町　都市建設部　道路課

施工箇所

仮設工(参考図)

図　示

橋梁長寿命化修繕工事(生沢架道橋他１橋)

大磯町　生沢　地先

本線道路中心線

小田原厚木道路

至 西池橋 至 大磯IC

側 面 図 S=1:200(A3)

至 西池橋

平 面 図 S=1:200(A3)

A1

A2

A1 A2

高所作業車

高所作業車

建築限界

下り線 上り線

下り線 上り線

至
 小

田
原

至 西池橋 至 大磯IC

至
 厚

木

本線道路中心線

小田原厚木道路

A1

至 西池橋 至 大磯IC

A2

側 面 図 S=1:200(A3)

A1 A2

高所作業車

高所作業車

建築限界

下り線 上り線

下り線 上り線

生沢架道橋

平 面 図 S=1:200(A3)
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S=1:100(A1) S=1:100(A1)

S=1:100(A1) S=1:100(A1)

橋　長27600

100桁　長27400100
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0
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5
00
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0
0

5
0
0

橋　長27600

100桁　長27400100

12
2
0

48
3
4

22
4
0

4
8
07

2
2
16

48
3
4

6
65
0

1
32
5

4
00
0

13
2
5

橋　長25600

50桁　長2550050

4
7
00

13
0
0

6
0
00

6
0
00

4
7
00

13
0
0

橋　長25600

50桁　長2550050

4
70
0

3
0
0

850 23800 850


